









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































筋 村 氏名 法政
史
学
第
二
十
九
号
中郡筋 蔵田村
下曽根村
落合村
今福新田
山ノ神村
臼井阿原
花輪村
今福村
鏡中条村
落合村
春米村
上今諏訪村
下高砂村
藤田村
上高砂村
河内村
宇津谷村
千塚村
次郎左衛門
杢兵衛
久兵衛
金左衛門
折右衛門
重左衛門
六右衛門
勘右衛門
三左衛門
儀右衛門
八郎左衛門
武右衛門
伝右術門
伝兵衛
久右衛門
甚五兵衛
平右衛門
伝左衛門
六右衛門
三右衛門
次右術門
西郡筋
万力筋
北山筋
〃 川除普請は冬中に計画を立て、役人が実地見分をして工事計画
書を作成する。工事費は計画書に基づいて規定の費用が支出され
る。普請は業者請負と居村願請負の二通りがあり、居村で工事を
希望しないときは業者請負いでおこなった。享保九年段階で「只
（弧）
今迄川除普請請負来候者共」として二十一名の請負業者が登録さ
れ
て
い
る
。
請
負
業
者
を
筋
別
に
整
理
す
る
と
表
の
ご
と
く
に
な
る
。
釜
無
府中 緑穴
甲斐における両家の時代については次によりその一端を知る。
一、釜無川笛吹川富士川塩川荒川金川おも川芦川御勅使川其
外小川沢々川除之儀冬中役人見分之上目論見請負申付人足〈
壱人二付米五合つ人籠壱ツー一付米弐合五勺積相渡し其外之竹
木年切二直段吟味之上相極候三郡割合二而取之請負人江相渡
居村二而請負願候分は願之通申付侯村二入用金相渡候（翌
町
」UIJ
請負業者を筋別に整理すると表のごとくになる。釜無
川の沿岸地帯である西郡・中郡に多くの業者が存在
する。柳沢時代の前に甲斐に封を得た甲府家の場合
（躯）
については、甲府町年寄の記録「坂田日記抄」に次
の記述を見る。
辰八月五日
一、先月廿一日満水二而川田村平等川橋松本村
、
、
、
、
坊が橋押流候二付入札を以掛直し被仰付侯朝比
奈八郎左衛門殿河野庄兵衛殿へ参目論見帳写取
入札認来る九日評定所へ持参候様に町触廻状
寛文十三丑年八月什七日
、
一手、山の神村西南胡村今福新町村川除破損繕普
五六
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ま
と
め
に
か
え
て
享保九年に甲斐国は幕府直轄領となった。幕府は享保改革の一
環として新田開発を進めるため治水策を強化する。甲斐も井沢弥
惣兵衛を治水の中心指導者とした治水策が施される。『国志』が
「元文元年本州川除仕法御改正」とするのは新しい治水体系の熱
甲斐における治水体制の一考察（安達）
妓初の記述は寛文延宝の年号が混入する記録のなかにふる。沿
水や土木工事を町触や廻状によって知らせ、入札によって業者を
定めて論負わせていたことがわかる。甲府・柳沢両家支配下の治
水工事は入札による業者請負が中心となっており、かなりの数の
請負業者が成立していた。
請負業者の成立は治水工法の一定度の体系的形成を知らせてく
れる。甲府、柳沢両家の時代は平時の堤防保守と満水時の対策は
農民の手により、普請事業は専門業者の手になる傾向にあったと
思われる。普請事業に農民が直接関与しなくなると普請役は金納
化の傾向を強めてゆき「川除郡中割金」が治水体制として問われ
る
よ
う
に
な
る
。
、
、
、
蒲入札の儀戸倉小左衛門殿へ参り注文写取九月一一日五時前評
定所へ入札持参候様に廻状
元禄十丑年正月十二日
、
、
、
、
一、当丑春徳島立石堰破損井蓬沢小曲水門御普請入札を以請
負被仰付侯に付川除御奉行衆江参り目論見帳而取入札可致旨
町触
入によって甲州古来の治水体制に変化のあったことを知らせてい
るのであろう。いずれが古来の川除仕法で、どれが改正後のそれ
（妬）
であるか現在のところ充分には明らかにされていないが、小稿に
よって治水体制について解明への端緒が得られれば幸いである。
注（１）『竜王村史』、頁
（２）『近世科学思想・上』岩波善店
（３）『竜王村史』巫頁
（４）『竜王村史』四頁
（５）『明治以前日本土木史』三井文書
（６）『竜王村史』犯頁
（７）広瀬広一編『山梨県土木建築史』
（
８
）
右
同
脅
収
録
（
９
）
士
庶
部
第
八
（、）人物部第九
（ｕ）『竜王村史』詔頁
（、）「戦国期の水利漉概と開発」『民衆史研究』第ｎ号
（、）『竜王村史』型頁
（ｕ）人物部第八
（巧）『寛政重修諸家請』巻第一三七五
（咽）人物部第九
（Ⅳ）『甲斐国志』巻之百十九附録第一「権現様御代より甲州
御中間御奉公申上ル御役儀等並御扶持方御切米之覚書」
寛
永
十
九
年
午
十
月
日
五七
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（咽）村上直氏紹介「申伝書」（多摩文化第七号）によると、
武田時代に河野等小人頭は道筋奉行として甲斐九筋の国
境
守
衛
に
当
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
（、）拙稿「初期『信玄堤』の形態について」（日本歴史第三
五五号）また柴辻氏は「注（皿どの論中でユニークな見
解
を
述
べ
て
い
る
。
（卯）『竜王村史』犯頁、村史では年号を天正七年とするが、
この文書は武田時代のものではない。差出人の加藤平兵
衛
尉
光
政
は
加
藤
光
泰
が
天
正
十
九
年
に
甲
州
に
封
を
受
け
た
と
き
の
城
代
で
あ
る
。
遠
江
守
は
加
藤
光
泰
を
指
し
て
お
り
天
正
十
九
辛
卯
年
の
文
書
で
あ
る
。
（、）若尾資料「巨摩郡古文書」（山梨県立図書館蔵）『国志』
は
年
号
を
慶
長
六
年
と
し
て
い
る
。
′■、′■、グロ、
２４２３２２
、.'、.ノ、-ノ
〆■、〆、’■、′へ
２８２７２６２５
ﾐロノ、.ノ、.ノ、.ノ
法
政
史
学
第
二
十
九
号
前
掲
「
巨
摩
郡
古
文
書
」
山
川
部
第
一
原昭午「近世美濃における国役普請について」（歴史学
研究第三○二号）同「幕府法における国役普請制につい
て」（岐曜史学第五七号）は国役普請についての労作で
て」ある。
甲州文庫「甲斐国山梨八代巨摩郡村々堰川除覚」（山梨
県立図書館）
『甲府略志』一一二頁の柳沢氏甲州支配下の定には
一、洪水の節郡奉行川除奉行代官第一護指出電王之堤
下下知郷町之人足井於荒川相川之堤可令防之事
注（２）
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
第
九
巻
上
『
甲
州
文
庫
史
料
』
第
○
巻
小稲は法政大学大学院日本史学専攻の修士論文『釜無川治水技
術の発達と国中平野の開発』の一部を補稿したものであり、指導
教授の村上直先生に多くの御指示をいただいたここに記して深謝
の窓を表します。
グー、／■、／■、
３１３０２９
ｈ.ノミーノ、.'
'へ〆、〆■、〆■、'－，
３６３５３４３３３２
Ｌノ、-'Ｌノ、-'ﾐソ
と
あ
る
。
太田家文書（山梨県立図書館）
「甲斐歴代譜」『甲斐叢書』第二巻
「甲陽柳秘録」右同書なお注（”）にみるごとく柳沢時
代にも川除奉行という名称を用いたようである。
『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
第
四
巻
下
注（”）「三郡村々堰川除覚」
同
前
『
甲
斐
叢
書
』
第
一
巻
古島敏雄氏は注（２）の書の解説で地方書の記述を中心
に享保期以後釜無川を連続堤で締切る以前の治水形態を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
五八
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